
インストールの前提条件

この章には、ご使用の環境に Cisco HyperFlex システムをインストールするために必要な次の情
報が含まれています。

• Cisco HyperFlex システムのインストール前チェックリスト, 2 ページ

• 必要なハードウェア, 3 ページ

• ホスト要件, 4 ページ

• ディスクの要件, 4 ページ

• ブラウザの推奨事項, 6 ページ

• 必須のポート, 6 ページ

• ネットワーク設定, 8 ページ

• VLAN および vSwitch の要件, 10 ページ

• FI IP チェックリスト, 11 ページ

• ハイパーバイザ要件, 12 ページ

• ストレージ クラスタ要件, 13 ページ

• vCenter 設定の要件 , 14 ページ

• システム要件, 15 ページ

• 自動サポートの要件, 16 ページ

• シングル サインオン, 17 ページ
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Cisco HyperFlex システムのインストール前チェックリス
ト

ソフトウェア要件

• UCS Infra Bundle、B バンドルおよび C バンドル バージョン 2.2(6f)

• ESXi 最小 5.5 Update 3b、6.0 Update 1、または 6.0 Update 2

• HXDP ソフトウェア バージョン 1.7.1

• VMware vSphere Enterprise、および Enterprise Plus エディション。

詳細については、次の vSphere ライセンス要件の項を参照してください。（注）

すべての HyperFlex サーバとファブリック インターコネクトに、2.2(6f) バージョンがプレイン
ストールされていることを確認してください。事前設定された HX サーバに上位または下位
バージョンの FI ファームウェアがインストールされている場合は、必要に応じて特定のバー
ジョンにアップグレードまたはダウングレードします。Cisco TAC に連絡して、サポートを受
けてください。

最初から再インストールする必要がある場合は、上記のバージョンのソフトウェアがHXサー
バにダウンロードされたことを確認します。

注意

物理サーバの要件

• HX220c/HX240c/B200 サーバ用の連続したスペース。環境に応じて、最低 3 つのラック ユ
ニットから 13 のラック ユニットが必要。また、アップストリーム スイッチ用の追加のス
ペースと、サーバの修理と十分なエアーフローのために、サーバ周辺に十分なスペースが必
要です。サーバ内では前面から背面へ空気が流れます。

• 15AMP 回線に接続された 12 の C13/C14 電源接続。

正確な寸法と電力要件の詳細については、『Cisco HyperFlex Install Guide』を
参照してください。

（注）

vCenter の要件

• root レベルの権限とパスワードの設定された管理者アカウント
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http://www.cisco.com/c/en/us/support/hyperconverged-systems/hyperflex-hx-series/tsd-products-support-install-and-upgrade.html


https://www.vmware.com/products/vsphere/compare.html
https://www.vmware.com/products/vsphere/compare.html
http://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/unified_computing/ucs/hw/6200-install-guide/6200_HIG.html


http://www.cisco.com/c/en/us/support/hyperconverged-systems/hyperflex-hx-series/tsd-products-support-install-and-upgrade.html
http://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/unified_computing/ucs/hw/blade-servers/B200M4/B200M4_chapter_01.html
http://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/unified_computing/ucs/hw/blade-servers/B200M4/B200M4_chapter_01.html




https://www.vmware.com/support/pubs/
https://kb.vmware.com/selfservice/microsites/search.do?language=en_US&cmd=displayKC&externalId=2112292
https://kb.vmware.com/selfservice/microsites/search.do?language=en_US&cmd=displayKC&externalId=2112292
https://kb.vmware.com/selfservice/microsites/search.do?language=en_US&cmd=displayKC&externalId=2112292


方向プロトコルポート番号

着信HTTP/TCP80

着信HTTPS /TCP443

着信KVM/TCP2068

着信/発信SSH /TCP22

着信/発信POP3 /TCP110（安全な POP ポートは
TCP 995 です）

着信/発信IMAP4 /TCP143（安全な IMAP ポート
は TCP 993 です）

発信SMTP /TCP25

発信DNS /TCP/UDP53（外部ルックアップ）

発信NTP / UDP123

着信SNMP ポーリング161

発信SNMP トラップ162

着信/発信UDP/TCP902

発信HTTPS/TCP7444 * デフォルト SSO

着信/発信HTTPS/TCP9443
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標準構成がなく、別のポート設定が必要な場合は、環境のカスタマイズについて、Table C-5
Port Literal Values を参照してください。

また、詳細については、次の図を参照してください。

ヒント

図 1： HX インストーラ ファイアウォール ポートの要件

ネットワーク設定
- 各 ESXi ホストには、異なるサブネット/VLAN 上に次の個別のネットワークが必要です。

注：これらの vSwitch は、HX データ プラットフォーム インストーラによって自動的に作成され
ます。
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http://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/security/asa/asa82/configuration/guide/config/ref_ports.html#wp1007738
http://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/security/asa/asa82/configuration/guide/config/ref_ports.html#wp1007738






VLAN 名：hx-storage-data

VLAN ID

VLAN HyperFlex ストレージ トラフィック

VLAN 名：hx-vmotion

VLAN ID

VLAN VM vMotion

ユーザ定義です。VLAN VM データ

KVM IP プール。ホストごとに 1 つの IP アドレ
ス。

IP ブロック

例：255.255.0.0サブネット マスク

例：10.193.0.1デフォルト ゲートウェイ

外部スイッチVLANタギング（EST）を使用するVLANタギングとvSwitchの設定は、UCSManager
プロファイルを使用して適用されます。HXデータプラットフォームインストーラを使用すると、
このプロセスがシンプル化されます。

FI IP チェックリスト
Cisco UCS ファブリック インターコネクトの要件

スイッチ タイプと接続タイプを指定します
（SFP + Twin Ax/光）

アップリンク スイッチ モデル

IP アドレスファブリック インターコネクト クラスタの IP
アドレス

IP アドレスFI-A IP アドレス

IP アドレスFI-B IP アドレス

00:00:00: MAC アドレス プール チェック済みMAC アドレス プール

KVM IP プール。最低 4 つの IP アドレス。IP ブロック

例：255.255.0.0サブネット マスク

例：10.193.0.1デフォルト ゲートウェイ
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vCenter の設定

パスワードAdmin password

vCenter データセンター名が必要です。Datacenter Name

vCenterクラスタ名が必要です。クラスタには、
少なくとも 3 つの ESX サーバが含まれます

Cluster Name

システム要件
システム サービス要件

次のネットワーク接続とサービスは、HXDPをインストールする前に、vSphere環境で動作してい
て到達可能である必要があります。

• DNS サーバ

• NTP サーバ

• タイム ゾーン

ネットワーク サービス

���,�3アドレス�! または �� 名前�!

これは、Cisco HXDP のインストール時にホ
スト名を使用する場合に必要です。HX デー
タ プラットフォーム インストーラは、これ
らの DNS サーバを使用してホスト名を IP ア
ドレスと照合します。

DNSサーバがない場合は、HXデータプラッ
トフォーム インストーラの [Cluster
Configuration]ページのいずれのフィールドに
もホスト名を入力しないでください。IPアド
レスのみを使用します

DNS サーバ
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ネットワーク サービス

���,�3アドレス�!

NTP サーバの静的 IP アドレスは、すべての
HX データ プラットフォームのインストール
に必要です。NTP サーバは、ストレージ コ
ントローラ VM および ESX ホスト上で動作
するサービス間のクロック同期に使用されま
す。

インストール時に、この情報はすべてのスト
レージ コントローラ VM および対応するホ
ストに伝搬されます。サーバは、ストレージ
クラスタの起動時に自動的に同期されます

NTP サーバ

�� 利用するタイム ゾーン�!

ストレージ コントローラ VM のタイムゾー
ンを選択します。スケジュールされたスナッ
プショットをいつ取得するかを決定するため
に使用されます。すべてのVMを同じタイム
ゾーンにする必要があります。

タイム ゾーン

（注） • ストレージ クラスタを設定する前に、NTP サーバが動作していて、信頼
できる時間のソースを提供していることを手動で確認します。

• コンバージド ノード、コンピューティング ノード双方のすべてのノード
とすべてのストレージ コントローラ VM に同じ NTP サーバを使用する必
要があります。

• NTP サーバは安定していて、（クラスタの有効期間に対し）継続性があ
り、静的 IP アドレスから到達可能である必要があります。

自動サポートの要件
自動サポートの要件

自動サポートは、HX データ プラットフォームを通じて提供されるアラート通知サービスです。
自動サポートを有効にすると、メッセージが HX データ プラットフォームから指定した電子メー
ル アドレスに送信されます。実装するには、次の情報が必要です。
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